
福祉保健生活環境委員会会議記録

福祉保健生活環境委員長 古手川 正治

１ 日 時

平成２７年５月１４日（木） 午前１１時１８分から

午前１１時４５分まで

２ 場 所

第５委員会室

３ 出席した委員の氏名

古手川正治、河野成司、井上明夫、田中利明、三浦正臣、玉田輝義、平岩純子

荒金信生

４ 欠席した委員の氏名

な し

５ 出席した委員外議員の氏名

な し

６ 出席した執行部関係の職・氏名

な し

７ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

８ 会議の概要及び結果

（１）古手川正治委員を委員長に互選した。

（２）河野成司委員を副委員長に互選した。

（３）閉会中の継続調査について、所定の手続をとることとした。

（４）初委員会について、５月２１日（木）午後２時から行うことに決定した。

（５）県内所管事務調査を、６月２日、３日、１１日、１２日、１７日、２３日

及び２６日に実施することを決定した。

（６）県外所管事務調査を９月２日から４日に実施することを決定した。

９ その他必要な事項

な し

１０ 担当書記

議事課委員会班 課長補佐 工藤ひとみ

政策調査課政策法務班 副主幹 阿孫正明



福祉保健生活環境委員会次第

日時：平成２７年５月１４日（木）本会議終了後

場所：第５委員会室

１ 開 会

２ 委員長の互選

３ 副委員長の互選

４ 協議事項

（１）閉会中の継続調査について

（２）初委員会の日程について

（３）県内所管事務調査について

（４）県外所管事務調査について

（５）その他

５ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

〔事務局が、年長委員を紹介〕

荒金臨時委員長 委員会を開くに当たりまして、委員長が決まるまでの間、委員会条例第

７条第２項の規定により、年長であります私が、委員長互選の職務を行います。

ただいまから、本日の委員会を開きます。

これより、委員長の互選を行います。

お諮りいたします。互選の方法につきましては、投票により行いたいと思いますが、こ

れにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

荒金臨時委員長 ご異議なしと認めます。

よって互選の方法は、投票によることと決定いたしました。

これより投票を行います。投票用紙を配付させます

〔投票用紙配付〕

荒金臨時委員長 投票用紙の配付漏れはありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

荒金臨時委員長 配付漏れなしと認めます。投票袋を改めさせます。

〔投票袋点検〕

荒金臨時委員長 異状なしと認めます。念のため申し上げます。投票は単記無記名であり

ます。投票用紙に被選挙人の氏名を記載の上、順次、前に出て投票願います。

〔各員投票〕

荒金臨時委員長 投票漏れはありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

荒金臨時委員長 投票漏れなしと認めます。投票を終了いたします。開票を行います。

投票袋を開き、投票の点検をさせます。

〔投票点検〕

荒金臨時委員長 選挙の結果を報告いたします。

投票総数８票、有効投票８票、無効投票０票、有効投票中、古手川正治委員４票、三浦

正臣委員４票、以上のとおりであります。

古手川正治委員、三浦正臣委員がともに４票であります。

お諮りいたします。委員長の決定については、くじにより行いたいと思いますが、これ

に、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

ご異議なしと認めます。

よって決定の方法は、くじによることといたします。

くじの手続について申し上げます。まず、くじを引く順番をくじで決め、その順序に基

づいて当選人を定めるくじを引いていただくことにいたします。以上ご承認願います。

それでは、まず、くじを引く順番を決めるくじ引きを行います。くじに番号を付してあ
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りますので、当てた番号順により、くじを引いていきます。引く順番は議席順といたしま

す。では、前に出てお引きください。

〔くじを引く順番を決めるくじ引き実施〕

１番、三浦正臣委員、２番、古手川正治委員と決定いたしました。

では、委員長決定のためのくじ引きを行います。

なお、「当選」と記した札を引き当てた方が当選となります。では、順番にお引きくだ

さい。

〔委員長決定のためのくじ引き実施〕

よって、古手川正治委員が委員長に当選されました。委員長が決まりましたので、私は

これで交代いたします。ご協力ありがとうございました。

〔委員長挨拶〕

古手川委員長 ただいまから、副委員長の互選を行います。

お諮りいたします。互選の方法につきましては、投票により行いたいと思いますが、こ

れにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

古手川委員長 ご異議なしと認めます。

よって互選の方法は、投票によることと決定いたしました。

これより投票を行います。投票用紙を配付させます

〔投票用紙配付〕

古手川委員長 投票用紙の配付漏れはありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

古手川委員長 配付漏れなしと認めます。投票袋を改めさせます。

〔投票袋点検〕

古手川委員長 異状なしと認めます。念のため申し上げます。投票は単記無記名でありま

す。投票用紙に被選挙人の氏名を記載の上、順次、前に出て投票願います。

〔各員投票〕

古手川委員長 投票漏れはありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

古手川委員長 投票漏れなしと認めます。投票を終了いたします。開票を行います。

投票袋を開き、投票の点検をさせます。

〔投票点検〕

古手川委員長 選挙の結果を報告いたします。

投票総数８票、有効投票８票、無効投票０票、有効投票中、玉田輝義委員４票、河野成

司委員４票、以上のとおりであります。

玉田輝義委員、河野成司委員がともに４票であります。

お諮りいたします。副委員長の決定については、くじにより行いたいと思いますが、こ

れに、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

ご異議なしと認めます。

よって決定の方法は、くじによることといたします。
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くじの手続について申し上げます。まず、くじを引く順番をくじで決め、その順序に基

づいて当選人を定めるくじを引いていただくことにいたします。以上ご承認願います。

それでは、まず、くじを引く順番を決めるくじ引きを行います。くじに番号を付してあ

りますので、当てた番号順により、くじを引いていきます。引く順番は議席順といたしま

す。では、前に出てお引きください。

〔くじを引く順番を決めるくじ引き実施〕

１番、玉田輝義委員、２番、河野成司委員と決定いたしました。

では、副委員長決定のためのくじ引きを行います。なお、「当選」と記した札を引き当

てた方が当選となります。では、順番にお引きください。

〔副委員長決定のためのくじ引き実施〕

よって、河野成司委員が副委員長に当選されました。

副委員長よりごあいさつをお願いいたします。

ご協力ありがとうございました。

〔副委員長挨拶〕

古手川委員長 次に、閉会中の所管事務調査の件について、お諮りいたします。

お手元に配付のとおり、各事項について閉会中の継続調査をしたいと思いますが、これ

にご異議ありませんか。

〔「異議なし」という者あり〕

古手川委員長 ご異議がないので、所定の手続をとることにいたします。

次に、初委員会の日程について、事務局に説明させます。

〔事務局説明〕

古手川委員長 初委員会の日程についてですが、いかがいたしましょうか。

〔協議〕

古手川委員長 では、初委員会は、５月２１日午後２時から開催いたしますので、よろし

くお願いします。

次に、県内所管事務調査の日程及び調査場所について、事務局に説明させます。

〔事務局説明〕

古手川委員長 以上、事務局に説明させましたが、いかがいたしましょうか。

〔協議〕

古手川委員長 それではただ今ご協議いただいたことに基づき、正式な行程案を作成し、

初委員会でお示ししたいと思います。なお、調整が必要な場合は私に一任願います。

次に、県外所管事務調査の日程等について、ご協議願います。

まず、お手元に配付の検討資料について事務局に説明させます。

〔事務局説明〕

古手川委員長 以上、事務局に説明させましたが、日程や調査地はいかがいたしましょう

か。

〔協議〕

古手川委員長 それでは、県外所管事務調査につきましては、９月２日から３日間、実施

することとし、ただ今、ご検討いただきました趣旨に沿いまして事務局に実施案を作成さ

せます。
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なお、細部については、委員長にご一任願います。

この際、ほかに何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

古手川委員長 別にないようでありますので、これをもって委員会を終わります。

お疲れさまでした。


